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船舶事故調査報告書 

 

                             令和元年１１月２０日 

                        運輸安全委員会（海事部会）議決 

                         委 員 長  武 田 展 雄 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  柿 嶋 美 子 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突（護岸） 

発生日時 平成３０年１０月１日 ０１時４７分ごろ 

発生場所 神奈川県京浜港川崎区（扇島ＪＦＥスチール護岸） 

 東電扇島ＬＮＧバース灯から真方位３５５°５５０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°２８.５′ 東経１３９°４４.３′） 

事故の概要  貨物船MARINA
マ リ ー ナ

は、台風第２４号が接近する状況下、船長ほか１１人

が乗り組み、京浜港横浜区の錨地にて錨泊中、走錨して北東方へ圧流

され、川崎区扇島の護岸に衝突した。 

MARINA は、右舷船尾部の凹損等を生じ、護岸は、コンクリート製の

胸壁に圧壊等を生じた。 

事故調査の経過  平成３０年１０月１日、本事故の調査を担当する主管調査官ほか２

人の船舶事故調査官を指名した。 

 平成３０年１０月１日、２日、１８日現場調査及び口述聴取、４

日、１５日口述聴取、１１月１９日、１２月７日、平成３１年３月８

日回答書受領 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

MARINA の旗国に対し、意見照会を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者 

 船舶管理会社 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

  

 

貨物船 MARINA（ベリーズ籍）、１,９２０トン 

９３６９７８４（ＩＭＯ番号）、CREDIT OCEAN SHIPPING CO.,LTD 

CREDIT OCEAN SHIPPING CO.,LTD 

７９.４０ｍ×１３.６０ｍ×７.００ｍ、鋼 

ディーゼル機関、１,３２３kＷ、２００６年（起工） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 写真１ 本船 
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 乗組員等に関する情報 船長（中華人民共和国籍） 男性 ４７歳 

 締約国資格受有者承認証 船長（ベリーズ発給） 

  交付年月日 ２０１８年６月１２日 

        （２０１９年１０月１５日まで有効） 

航海士Ａ（中華人民共和国籍） 男性 ３５歳 

 締約国資格受有者承認証 一等航海士（ベリーズ発給） 

  交付年月日 ２０１８年７月１２日 

        （２０２０年１１月２６日まで有効） 

機関長（中華人民共和国籍） 男性 ５５歳 

 締約国資格受有者承認証 機関長（ベリーズ発給） 

  交付年月日 ２０１７年７月１０日 

        （２０１９年３月３１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本船 右舷船尾部及び船底部に破口、亀裂を伴う凹損、舵に折損、 

プロペラ翼に折損を伴う曲損、右舷錨及び錨鎖が喪失（全損） 

護岸 コンクリート製の胸壁に圧壊及び割損 

（写真２、写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 護岸の損傷状況 

写真２ 本船の損傷状況 
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 気象・海象 (1)  海上台風警報*1の発表状況 

気象庁は、関東海域北部に９月２９日２３時３５分に海上台風

警報を発表し、本事故当時も継続中であった。 

(2) 錨地付近の風向・風速の推移 

横浜地方気象台（錨地から西方約３海里）の観測値によれば、

９月３０日１９時３０分ごろから南南東の風が強まり始め、１０

月１日００時００分ごろには最大瞬間風速が３５ｍ/s を超えた。

（表１ 参照） 

表１ 錨地付近の風向・風速の推移 

 (3) 本事故発生場所（東電扇島ＬＮＧバース付近）の風向・風速 

本船が衝突前に圧流されて通過した東電扇島ＬＮＧバースでの

本事故発生時の観測値は、南南西の風、風速約３３ｍ/s であっ

た。 

(4) 事故発生時の波浪の状況 

   気象庁の浅海波浪モデルによる京浜港横浜・川崎区付近におけ

る１０月１日０２時ごろ（事故発生時ごろ）の波浪推定値は、周

日付 
時刻 

（時：分） 

風向・風速（m/s） 

平 均 最大瞬間 

９月３０日 １９：００ 南南東 ２.２ 南南東 ４.０ 

 １９：３０ 南南東 ９.３ 南南東 １６.６ 

 ２０：００ 南南東 ９.４ 南南東 １６.３ 

 ２０：３０ 南南東 １０.２ 南南東 １８.６ 

 ２１：００ 南南東 ９.４ 南南東 １６.５ 

 ２１：３０ 南南東 １０.７ 南東 １８.０ 

 ２２：００ 南南東 １１.５ 南南東 ２１.９ 

 ２２：３０ 南南東 １２.０ 南南東 ２１.５ 

 ２３：００ 南南東 １５.６ 南南東 ２８.２ 

 ２３：３０ 南南東 １５.９ 南東 ２５.４ 

１０月１日 ００：００ 南南東 １６.５ 南南東 ３５.６ 

 ００：３０ 南南西 １６.３ 南南西 ３２.０ 

 ０１：００ 南南西 １６.２ 南南西 ２９.４ 

 ０１：３０ 南南西 １８.７ 南南西 ３１.８ 

 ０２：００ 南南西 １８.２ 南南西 ３４.２ 

 ０２：３０ 南西 １４.８ 南西 ２８.５ 

 ０３：００ 南南西 １１.０ 南南西 １９.５ 

                             
*1 「海上台風警報」とは、日本近海について、台風による風が最大風速６４ノット（kn）以上という現象が発生して

いるか、２４時間以内に発生すると予想される場合に気象庁が発表する海上警報をいう。 
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期６～７秒、波高約３～５ｍであった。（図１ 参照） 

 

 

 

図１ 浅海波浪モデルによる１０月１日０２時の推定値 

 事故の経過  本船は、船長、航海士Ａ及び機関長ほか９人（中華人民共和国籍６

人、ミャンマー連邦共和国籍２人、インドネシア共和国籍１人）が乗

り組み、平成３０年９月２９日１６時３０分ごろ、台風避泊の目的で

千葉県千葉港を出港し、１８時３０分ごろ、京浜港横浜区Ｙ１錨地に

右舷錨を投下し、保有している錨鎖８節中７節を水面下まで繰り出し

て単錨泊を開始した。この時、本船の東側約２８０ｍに貨物船（総ト

ン数１,９９７トン、全長約７９ｍ、以下「Ｂ船」という。）が、西側

約３７０ｍに貨物船（総トン数１,５１８トン、全長約７７ｍ、以下

「Ｃ船」という。）がそれぞれ錨泊していた。 

船長は、３０日１９時００分ごろから守錨当直をつけ、２２時００

分ごろから船体の動揺が大きくなり始めたので、主機の準備を指示

し、２２時１０分ごろに主機のスタンバイを完了した。 

船長は、２２時１５分ごろ、レーダーによりＢ船及びＣ船が走錨を

始めたことを認め、本船の動揺も更に激しくなり始めたので、両船と

の接近回避のために主機の使用を開始した。 

船長は、２３時００分ごろ、Ｂ船及びＣ船の走錨が顕著になったこ

とを認め、２３時２０分ごろ、走錨防止のために第２錨（左舷錨）投

下を試みたものの、揚錨機の不具合により投錨することができなかっ

た。 

船長は、１０月１日００時１５分ごろ、Ｂ船が本船に接近している

ことを認め、主機と舵を使用しＢ船を回避したが、この回避動作の間

に本船が走錨を始めたので、主機を全速力前進に操作したものの走錨

を止めることができなかった。 

本船は、北東方へ圧流され、０１時４７分ごろ右舷船尾部が護岸に

衝突した。 

図中の数字： 周期 波向 
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本船は、０２時００分ごろ、船尾部が浸水し、強風にあおられ右舷

が護岸に圧着された。 

本船乗組員は、０２時１０分ごろ、全員が退船し、護岸に上陸し

た。 

（付図１ 航行経路図、付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項 

 

 

 

船長は、事故の前日に荒天準備作業として揚錨機の確認運転を行っ

たが、異常は認められなかった。 

本船は、千葉港出港時、空船でバラストタンクを満水状態とし、喫

水は、船首が約１.４ｍ、船尾が約３.７ｍであった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あり 

あり 

あり 

(1) 錨泊の状況に関する解析 

    ① 本船は、９月２９日１８時３０分ごろ、台風避泊の目的で京

浜港Ｙ１錨地に空船状態で単錨泊（右舷の錨鎖７節を水面下ま

で繰り出し）を開始し、荒天準備作業を実施した後、３０日１

９時３０分ごろから台風接近に伴う強い風及び波浪を受けてい

たものと考えられる。 

② 本船の投錨地点の東側約２８０ｍ及び西側約３７０ｍ付近に

それぞれＢ船及びＣ船が錨泊していたものと考えられる。 

(2)  気象及び海象に関する解析 

① 本事故発生時、台風第２４号の接近に伴い、本事故発生海域

（関東海域北部）では海上台風警報が発表されていたものと認

められる。 

② 本事故発生時、付近では風速約３３ｍ/s の南南西からの風が

吹いていたものと考えられる。 

③ 本事故発生時、京浜港横浜・川崎区付近の波浪は、南南西か

ら周期が６～７秒、波高が約３～５ｍに達していた可能性があ

ると考えられる。 

(3) 走錨から衝突に至る状況に関する解析 

① 船長は、レーダーにより他船（Ｂ船及びＣ船）が走錨を始め

たことを認め、他船との接近回避のため、３０日２２時１５分

ごろから主機の使用を開始したものと考えられる。 

② 船長は、走錨防止のために２３時２０分ごろ、第２錨（左舷

錨）投下を試みたものの、揚錨機の不具合により投錨すること

ができなかったものと考えられる。 

③ 本船は、Ｂ船が本船に接近していることを認め、主機と舵を

使用してＢ船を回避したものの、第２錨を使用できず単錨泊を

続けたことから、１日００時１５分ごろから走錨を始めたもの
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 と考えられる。 

④ 本船は、北東方へ圧流され、船長が主機を全速力前進にかけた

ものの、十分な前進推力を得ることができなかったものと考えら

れる。 

⑤ 本船は、走錨を止めることができず、更に圧流され、０１時 

４７分ごろ右舷船尾部から護岸に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、台風第２４号が接近し、東京湾を含む関

東海域北部に海上台風警報が発表されていた状況下、台風避泊の目的

で京浜港Ｙ１錨地に空船状態で錨泊中、台風による風波が増勢した

際、単錨泊を続けたため、走錨し、主機を全速力前進にかけたものの

十分な前進推力が得られず、圧流されて護岸に衝突したものと考えら

れる。 

再発防止策  今回の荒天時における走錨による衝突の状況に鑑みて、今後の同種

事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられる。 

・錨泊時は錨鎖を可能な限り伸出し、錨と錨鎖で十分な係駐力を確

保するとともに、単錨泊中は必要に応じて他舷錨を入れて「振れ

止め錨」として活用すること。 

・あらかじめ主機を準備し、急速に変化する風向、風速に応じて継

続的に主機及び舵を使用し、船首を風に立てるように操船し、振

れ回り運動を抑制すること。 

・台風通過時には急速に風向及び風速が変化するので、最新の気象

情報、海象（台風）情報等を入手して正確な予測を行うこと。 

安全勧告  運輸安全委員会は、本事故の調査結果を踏まえ、同種事故の再発防

止及び被害の軽減に資するため、貨物船 MARINA の船舶管理会社である 

CREDIT OCEAN SHIPPING CO.,LTD に対し、以下のとおり勧告する。 

 

CREDIT OCEAN SHIPPING CO.,LTD は、以下の再発防止策を同社が管理

する船舶に周知するとともに確実に実施するよう指導すること。 

１ 錨泊時は錨鎖を可能な限り伸出し、錨と錨鎖で十分な係駐力を

確保するとともに、単錨泊中は必要に応じて他舷錨を入れて「振

れ止め錨」として活用すること。 

２ あらかじめ主機を準備し、急速に変化する風向、風速に応じて

継続的に主機及び舵を使用し、船首を風に立てるように操船し、

振れ回り運動を抑制すること。 

３ 台風通過時には急速に風向及び風速が変化するので、最新の気

象情報、海象（台風）情報等を入手して正確な予測を行うこと。 
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付図１ 航行経路図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典 国土地理院 
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付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 

※船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。また、対地針路は真方位である。 

 

 

 

 

日付 
時刻 

（時:分:秒） 

船  位※ 
対地針路※ 

（°） 

対地速力 

（kn） 
北緯 

（°-′-″） 

東経 

（°-′-″） 

9 月 30 日 19:01:35 35-26-37.2 139-42-35.9 208.1 0.0 

 20:01:35 35-26-41.6 139-42-35.8 121.9 0.5 

 21:01:35 35-26-42.4 139-42-36.4 191.0 0.4 

 22:01:35 35-26-43.3 139-42-37.8 252.5 1.4 

 22:10:35 35-26-43.0 139-42-36.8 080.6 0.8 

 22:16:35 35-26-43.5 139-42-37.2 067.6 1.4 

 23:00:07 35-26-46.2 139-42-35.4 059.2 2.4 

 23:20:00 35-26-47.8 139-42-31.4 294.7 1.5 

 23:30:04 35-26-47.4 139-42-28.7 220.7 1.9 

10 月 1 日 00:01:53 35-26-45.7 139-42-40.5 017.0 0.8 

 00:09:46 35-26-50.5 139-42-40.3 144.8 1.6 

 00:14:36 35-26-53.9 139-42-48.2 076.4 3.9 

 00:25:07 35-27-03.5 139-42-48.7 001.7 6.7 

 00:29:58 35-27-17.9 139-42-56.6 017.9 5.7 

 00:35:02 35-27-32.5 139-43-10.0 064.3 6.2 

 00:40:08 35-27-39.0 139-43-30.7 069.4 5.6 

 00:50:17 35-27-56.3 139-43-46.3 318.3 1.3 

 01:00:04 35-28-03.1 139-44-02.0 103.0 2.6 

 01:10:10 35-28-06.7 139-44-06.1 014.8 1.8 

 01:20:01 35-28-11.3 139-44-01.6 074.2 2.7 

 01:29:53 35-28-17.9 139-44-02.6 331.8 5.1 

 01:40:03 35-28-21.2 139-44-08.0 121.3 5.0 

 01:46:56 35-28-28.7 139-44-12.7 351.8 5.1 

 01:50:04 35-28-30.9 139-44-16.4 207.9 1.2 

 01:59:35 35-28-31.1 139-44-16.6 047.5 0.5 

 02:10:16 35-28-31.2 139-44-16.6 202.3 0.4 

 

    

  


